




















































名大･工 原 田 仁 平
§1. はじめに
AuMn系二元合金はMnが20atomic%以下の低い濃度では,高温でFCC構造をもち,Mn
の原子配列は不規則状態が安定である｡これを急冷して得られる合金は低温で興味ある磁性を
示す｡名大の安達,松井,内山等の最近の研究によると,高濃度領域ではミクト磁性を示 し,
15at%Mnではリエントラント･スピングラスが現れ,更にMnの濃度が低くなるとスピング
ラスとなるっこのような磁気的性質を理解するのに,原子的な尺度で,構造を解明することは
重要であろう｡
我々はこの系の短範囲規則構造を解明すべくⅩ線による散漫散乱を観測し,フーリエ解析を
適用して構造解析を行った｡その構造をもとに,スピンの配列を考えると,ある濃度領域でト
ポロジカルにフラストレー ションを起すであろうような局所的な原子配置のあることが見つか
った｡これらMn原子配置についての結果を示す｡
§2.構造解析の方法
結晶は周期構造であると考えると,その構造を記述するには単位胞内の原子配置を示せば,
それで十分である｡ところが,結晶にみだれを含む場合はそれでは不十分である｡みだれを持
った構造と言えども,周期的な平均構造が定義できる場合はそれとそれからの "ずれ"の和で
表わされると考える｡この場合のX線散乱はプラグ反射と,散漫散乱の和の形で表わされる｡
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